
富岡鉄斎（����～ ����）は、京都の法衣商十一
屋伝兵衛維叙の次男に生まれました。はじめ学
問の道を志し、画は文人の嗜みとして��代後半
から学びました。生涯の恩人大田垣蓮月の薫陶
を受け、青年期には勤皇思想に傾き国事に奔走
しました。大鳥神社などの宮司を勤め、荒廃した
神社の復興に尽くしています。明治��年に帰洛
後、学者を自任し京都美術学校で修身を教える
一方、京都美術協会と日本南画協会の設立に加
わりました。「万巻の書を読み、万里の路を行く」
ことを実践して得た該博な知識により、画壇に
おいて独自の地位を確立し、数え��歳で亡くな
るまで万余の作品を遺しました。帝室技芸員、帝
国美術院会員。

鉄斎美術館は、近代文人画の巨匠・富岡鉄斎と交友を結んだ清荒神清澄寺第
��世法主坂本光浄の「宗美一体」の理念とその遺志を継承して、約�世紀にわ
たって蒐集されてきた鉄斎作品を広く公開展示しています。第 �� 世法主坂本
光聰が昭和��年（����）に「聖光殿」、第��世法主坂本光謙が平成��年 (����）
に別館「史料館」を清荒神清澄寺の境内に開館しました。
清荒神清澄寺所蔵の鉄斎作品は絵画、書をはじめ、鉄斎が絵付を施した器物、あ
るいは手造りの陶器など器玩と呼ばれるものや、先人の構図、筆法などを学び
とるために鉄斎が摸写した粉本など多岐にわたり、晩年の傑作を中心に�,���
余点を数えます。

鉄斎美術館別館「史料館」（平成 30年 3月博物館登録）

鉄斎美術館「聖光殿」（資料整理のため休館中）
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別館 史料館



［アクセス］
● 阪急電鉄を利用の場合……宝塚線清荒神駅下車、徒歩約15分　
　　　　　　　　　　　　（タクシー利用の場合は宝塚駅下車）
● JRを利用の場合……宝塚線宝塚駅下車、タクシーで約10分
● 車を利用の場合……国道 176 号線、宝塚歌劇場前交差点を北へ
　約2㎞約380台駐車可能な清荒神清澄寺の無料駐車場あり

宝塚市立中央図書館「聖光文庫」との
連携事業

鉄斎美術館は開館以来 40 年以上にわたって、鉄
斎美術館の入館料の全額を美術図書購入基金と
して宝塚市に寄付してきました。宝塚市立中央
図書館内に設けた「聖光文庫」では、豊富な美術
図書を収集するほか、鉄斎美術館と聖光文庫の
連携事業も企画しています。

鉄斎美術館・宝塚市立中央図書館聖光文庫
共催企画展
日時：2019 年 12 月初旬～ 2020 年 2 月中旬
会場：宝塚市立中央図書館聖光文庫《入場無料》
開室時間：午前 10 時～午後 5 時
休館日：水曜日・第 2 金曜日・年末年始

第 8 回聖光文庫文化講座
日時：2019 年 12 月初旬
会場：宝塚市立中央図書館 2 階集会室
※予定は都合により変更する場合があります

鉄斎美術館利用案内 
会場：鉄斎美術館別館「史料館」
開館時間：午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分
休館日：会期中無休　
( 展示替期間、年末年始、8 月中旬の休館日は年間
スケジュールをご確認ください）

【入館無料】
● 鉄斎美術館「聖光殿」は資料整理のため
　 休館しています

鉄斎の七福神
前期：���� 年�月�日(土)～�月��日(月・祝)
後期：���� 年�月��日(土)～�月�日(月)
七福神は、布袋、大黒天、寿老人、毘沙門天、恵比須、弁財天、
福禄寿の七柱の神様の総称で、鉄斎が好んだ画題のひとつで
す。中国絵画や大津絵に学び、ユーモラスに表現された神々の
姿は、今日でも見る者を楽しませます。また、長寿を喜んだ鉄
斎は、不老長寿をあらわす寿老人を自身に見立てて描き、賀寿
の祝いに親しい知人たちへ贈りました。福をもたらす神様として
親しまれる、鉄斎の七福神をお楽しみください。

●鉄斎の七福神　前期：1/5 ～ 2/11  
 後期：2/16 ～ 4/1
●鉄斎と茶の湯　前期：4/6 ～ 5/12  
 後期：5/17 ～ 6/23
●鉄斎の花鳥画　前期：6/28 ～ 8/1  
 後期：8/19 ～ 10/1
●天子知名 前期：10/6 ～ 11/11
―皇室と鉄斎― 後期：11/16 ～ 12/25

※前期・後期で大幅な展示替えを行います　※展覧会予定は都合により変更する場合があります

※白地は休館日です

鉄斎美術館
別館「史料館」

鉄斎美術館「聖光殿」
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鉄斎と茶の湯
前期：���� 年 �月�日(土)～�月��日(日)　
後期：���� 年 �月��日(金)～�月��日(日)
煎茶文化に造詣が深い近代文人として名高い鉄斎ですが、そ
の一方で、茶の湯の世界にも精通し、関係の作品を数多く遺し
ています。千利休をはじめとする茶人の肖像とその著述を考証
し、根底に流れる精神を理解することに努めました。また、茶
法にとらわれない茶人丿貫や豊臣秀吉が催した北野大茶会など
の逸話も愛しました。鉄斎が京都の名工たちと合作した道具類
と、茶の湯にまつわる書画を紹介します。
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ご即位記念 天子知名－皇室と鉄斎－
前期：���� 年��月�日(日)～��月��日(月)
後期：���� 年��月��日(土)～��月��日(水)
幕末の京都に生まれ、激動の明治大正を生きた鉄斎は、熱心
な勤皇家としても知られています。少壮の頃には国事に奔走し、
維新後には神官として奉職、久邇宮家、賀陽宮家とも親交を結
びました。明治 �� 年（����）、明治天皇の御用画制作を拝命
した際には、「天子知名」印を刻して記念としています。
新天皇の御即位を記念して、鉄斎が生涯篤く敬った皇室に関
連する作品・資料をご覧いただきます。

く      に の  みや か    や の  みや

て ん           し           ち            め い

鉄斎の花鳥画
前期：���� 年 �月��日(金)～�月�日(木)　
後期：���� 年 �月��日(月)～��月�日(火)
鉄斎は、山水画や人物画だけでなく花木・鳥獣を題材とした作
品も多く遺しています。文人画で好まれた吉祥図様はもとより、
寓意が込められた謎語画題など、自身が描く花鳥画は尋常では
ないことを誇りとしました。おおよそ�� 年にわたる画業の中で描
いた対象は草花や鳥、昆虫、魚類、獣類から、伝説上の鼇や
龍にまで及びます。手造りの愛らしい狸香合などの器玩と併せ、
えも言われぬ魅力に満ちた鉄斎の花鳥画をご堪能下さい。

ごう


